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CS-807は グラム陽性菌からグラム陰性菌 まで広 い抗菌 スペ ク トルを示す新 しい経 口用セファロ

スポリンである。本剤 を尿路感染症52例 に使用 しその有効性 安全性 について検討 した。

急 性単純性膀胱炎24例,急 性淋菌性尿道炎1例,複雑性尿路感染症27例 に投与 しUTI薬 効評価

基準1)に従 って効果判定 を行 った。

UTI薬 効評価基準 に適合する症例の うち急性単純性膀胱炎で は著効9例,有 効4例 で総合有効

率 は100%で あった。複雑性尿路感染症 では著効2例,有 効6例,無 効2例 で総合有効率は80%で

あった。

副作用は52例 中下痢1例,口 腔内ア フタ1例 を認め,臨 床検査値の異常 は特 に認 めなかった。

以上の ことか ら本剤は尿路感染症治療に有用である と考えられた。

CS-807は 三共株 式会社で開発 された新 しい経 口用セ

ファロスポ リン系の抗生剤 でFig,1の ような構 造式 を

有する分子量557.61の 物質である。その抗菌薬 としての

Fig. 1 Chemical structure of CS-807

特 徴 は従 来 の経 口用 セ フ ァロ スポ リン系薬 剤 が 強 い抗 菌

力 を持 た な か ったEnterobacter, Serratia, Indol(+)

Proteus属 等 に も強 い 抗 菌力 を持 つ 広 範 囲抗 菌 スペ ク ト

ル の セ フ ァ ロス ポ リ ンで あ り,β-lactamaseに も安 定

で あ る こ とで あ る。 本 剤 と同 様 な性 格 を持 つ経 口 用 セ

フ ェム剤 と して,CFIX,T-2588が 開発 中で あ る3),4)。

今 回CS-807を 試用す る機会 を得たのでその有効性,

安全性 につ き検討 し,若 干の考察を加えた。

1.対 象 お よび投与 方法

東海大学付属病院泌尿器科,東 海大学東京病院泌尿器

科,お よび東海 大学大磯病 院泌尿器科を昭和60年9月

よ り昭和61年6月 まで の期間 に受診 した外来患者52例

に対 して投与 した。その内訳は急性単純性膀胱炎24例,

急性淋 菌性尿道 炎1例.複 雑性尿路感染症27例であっ

た。投与方法 は4例 の急性単純性膀胱 炎に1回50mg,

1日2～3回 投与 した以外は1回100～200mg,1日2

回食後経口投与 した。

投与期 間は複雑 性尿路 感染症 の3例 に10日以上投与

した以外は3～7日 間の投与がほとん どであった。

急性単純 性膀 胱 炎の13例 複雑性尿路感染症の10例

についてはUTI薬 効評価基準に従 って臨床効果の判定

を行 った。それ以外 の症例 には主治医判定を行った。ま

た,こ れ ら52例 に対 し自他覚 的副作用および臨床検査

値の変動についての検討 を行 った(Table 1,2)。



VOL.36 S-1 CHEMOTHERAPY 745

Table 1 Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with CS.807

AUC: Acute uncomplicated cystitis

GU: Gonorrheal urethritis
CCC: Chronic complicated cystitis

BPH : Benign prostatic hypertrophy
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Table 2 Clinical summary of complicated UTI patients treated with CS•807

*
Before treatment

After treatment
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Table 2 Clinical summary of complicated UTI patients treated with CS-807

*
Before treatment

/After treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of CS-807 in acute uncomplicated cystitis

0.05, 0.1, 0.2g•~2/day, 3 day's treatment

II.結 果

急性単純性膀胱炎24例 中のUTI薬 効 評価基準 に適合

する13例について,そ の総合 臨床効果 をTable3に 示

した。13例中著効9例(692%),有 効4例 で総合有効

率は100%で あった。

UTI薬 効評価基準 に適合 しない11例 を含 む24例 の主

治医判定の結果は著効16例,有 効6例,や や有効1例,

無効1例 で有効率91.7%で あった。主治 医判定 で無効

と判定した1例 は投与前後ともに有意菌は認めないが投

与後も自鰍 膿尿の改善を認めなかった症例であっ

た。

急性淋菌性尿道炎の1例 は本剤投与後除菌されたが,

膿尿のみ若干残ったため有効と判定した。

27例中UTI薬 効評価基準に適合す

る10例について,そ の総合臨床効果をTable4に 示し

た。10例中著効2例(20%),有 効6例,無 効2例 で総
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Table 4 Overall clinical efficacy of CS.807 in complicated UTI

0.1, 0.2g x 2/day, 5 day's treatment

Table 5 Overall clinical efficacy of CS-807 classified by type of infection

合有効率は80%で あった。

UTI薬 効評価基準に適合しない17例を含んだ27例の

主治医判定の結果は著効3例 有効11例 やや有効5

例 無効8例 で総合有効率51.9%で あった。

1日200mg投与群と400mg投与群の比較のため誕生日

の偶数奇数で分けて投与したが,UTI薬 効評価基準対

象に適合するものが200mg投与群では少なく,当施設の

みでのdoseresponseの 比較検討は出来なかった.

疾患病態群構成率および群別総合有効率をTable5

に示 した。無効の2例 はいずれも第3群 に属し,腎 内に

結石 を有す る慢 性腎孟腎炎で,P.aeruginosaの 検出さ

れた ものであった。

急性単純性膀胱炎 に対す る細菌学的効 果と投薬後出現

細菌 をTabie6に 示 した。細菌学的効果では投薬前の

分離菌はすべてE.coliで,そ の うち1株 のみが存続し

消失 率は93.3%で あった。投薬後出現菌はEnterococ-

cus sp.が2株,S.epidermidis1株P.aeruginosa

1株,E.fbecalis1株 で あ った。 分離 菌 のMICと 細菌
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Table 6 Bacteriological response to CS-807

in acute uncomplicated cystitis

Strains appearing after CS-807 treatment in acute

uncomplicated cystitis

学的効果の関係をTable7に 示した。

慢性 に対する細菌学的効果と投薬後

出現細菌をTable8に 示した。細菌学的効果をみると

分 離 菌 はE.coli4株, P. aeruginosa 3株, P. mir-

abilis 2株, S. epidermidis, Enterococcus sp., A.

anitratus, Corynebacterium sp.,ƒ¿-Streptococcus, S.

marcescens, C. freundii 各1株 で E. coil の1株, P.

aennosa の2株 が存続 した。特 に P. aeruginosa は

3株 中2株 が存続 し,そ の消失率 は33,3%と 低 かった。

投薬後出現菌はP. aeruginosa 1株 であった。分離 菌

のMICと 細菌学的効果の関係をTable 9に 示 した。

自他覚的副作用 をTable 10に示 した。下痢 を1例,

口腔内ア フタを1例 認め副作用発生率 は52例 中2例 の

4%で あった。両者共 に薬剤投与終了後,症 状 は改善 し,

程度は軽度であった。

臨床検査値 の変動について まとめた ものをTable 11

に示 した。全伊体 剤 による と思われ る異常値への変動を

Table 7 Relationship between MIC and eliminated bacteria in CS-807 treatment of uncomplicated UTI

Table 8 Bacteriological response to CS-807 in complicated UTI Strains appearing after CS-807 treatment in

complicated UTI

認めなかった。

III. 考 案

今回のCS-807の 総合臨床効果 は急性単純性膀胱炎 に

つ いてはUTI薬 効評価基準 で12例 中12例,100%,主

治医判定 で24例 中22例,91.7%の 有 効率で あ り,複 雑

性尿路 感染症 ではUTI薬 効 評価基準 で10例 中8例,

80%,主 治医判定で27例 中14例,51.9%で あった。

急性単純性膀胱炎のUTI薬 効評価基準で判定可能 で

あった症例 は全てE.coliに よるもので有効率100%で

あった。 よってE.coliを 主体 とする急性単純性尿路感

染症の治療には大変有用で,1日2回 投与 という服用上

のメ リッ トも有 るもの と考え られ る。複雑性尿 路感染症
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Table 9 RelationshIp between MIC and bacteriological response to CS.807 treatment of complicated UTI

Table 10 Incidence of clinical adverse reactions

*
No.of patients with adverse reactions

/ Total No.of patients evaluated
×100 **

Total No,of patients with adverse ractions

/ Total No.of patients evaluated
×100

卅: Severity of adverse reaction necessitated to discontinuation

廾: Treatment for adverse reaction was nesessary

+: Treatment for adverse reaction was unnecessary

ではP.aeruginosaの 無効例が 目立ち,UTI薬 効評価

基準 による無効例 は2例 ともP.aeruginosaに よる症

例であった。本剤の抗菌スペ ク トルを考えるとやむを得

ない ことと思われた。

副作用 は軽 度の下痢 と口腔 内アフタを1例 ずつ認 めた

が,薬 剤投与終了後 には軽快 し,ま た,本 剤が

を与 えた と思われ る臨床検査値の異常変動 は1例 も認め

なかった。

以上の ことか ら本剤は尿路感染症治療に,経 口薬とし

て有用であると思 われた。
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Table 11 Changes in laboratory test
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CS-807 is characterized by a broad antibacterial spectrum, covering gram-positive and -negative bacteria,

and stability to ,8-lactamases.

We used this compound in the treatment of 52 patients with urinary tract infection(UTI) to investigate the

drug's efficacy, safety, and usefulness.

CS-807 was administered to 24 patients with acute uncomplicated cystitis, 1 with gonorrheal urethritis and

27 with complicated UTI.

Efficacy was generally evaluated according to the criteria of the Japanese UTI Committee.

In cases of acute uncomplicated cystitis, efficacy was rated as excellent in eight cases and moderate in four,

the efficacy rate being 100%.

In cases of chronic complicated UTI, efficacy was excellent in 2, moderate in 6 and poor in 2 cases, the

efficacy rate being 80%. All these cases met the Japanese UTI criteria.

Of 52 treated cases, side-effects were noted in two, 1 each of diarrhea and formation of aphthae in the oral

cavity. Abnormal clinical laboratory data due to CS-807 were not observed in any of the cases.

In view of the above results, we consider CS-807 to be a useful compound for the treatment of urinary tract

infections.


